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第４章 将来目標の設定 
４-１ 㒔ᕷࡢᑗ᮶ീࡢタᐃ 

本町は、ＪＲ外房線と東金線が分岐する交通の要衝に位置し、東京まで特急で

約 40 分の距離にあり、首都圏のベッドタウンとして人口が増加している都市で

す。 

これは、人びとのライフスタイルが多様化する中で、丘陵地、田園、海岸と

いった豊かな自然環境を求める世帯が、本町を選択しているものと思われます。 

本町は、近年の少子高齢化、環境問題といった社会状況を踏まえると、現在

の豊かな自然環境を維持・保全していく一方で、都心への交通利便性を活かし

た魅力ある都市機能を備えた、都市と自然が共生するまちづくりを行うことが

必要であると考えます。 

さらに、地方分権や市町村合併といった地域構造の変化と新しいコミュニテ

ィ※の構築に対応したまちづくりが望まれます。そのため、概ね 20 年後の都市

の将来像を以下のように設定します。 

 

◆㒔ᕷࡢᑗ᮶ീ 

 

○自然と共生するまちづくり 

大網白里町は、人びとの身近な生活空間に密着して、森林、田園、海といっ

た自然環境が人びとによって育まれ、人びとの活動の中で利便性豊かな環境と

心静まる環境の両方を一体的な空間として享受し、活き活きとした暮らしので

きる「自然と共生するまちづくり」を目指します。 

 

○一体性のあるまちづくり 

大網白里町は、各地域の歴史・文化を尊重しながら個性的な地域づくりを図

るとともに、地域相互で、連携・サポートしあいながら、情報、活動そして人

びとの交流が心地よくできる「一体性のあるまちづくり」を目指します。さら

に、ユニバーサルデザイン※の考え方に基づき、誰もが何の障害もなく社会活動

が行えるまちづくりを目指す意味でも「一体性のあるまちづくり」を実現しま

す。 

 

 

“自然と街が人びとを誘う都市” 
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○世代を越えたふるさとのまちづくり 

大網白里町は、従来のベッドタウンの問題点を解消し、多様な世代の住民が

お互い地域活動に積極的に参加するなど、ふるさと意識を醸成し、生活や活動

のベースとなるライフタウンとなることで、次世代の人びとも住み続ける「世

代を越えたふるさとのまちづくり」を目指します。 

 

○地域文化を創造するまちづくり 

大網白里町は、農業、水産加工業、観光業など、従来からある基幹的産業を

活かした新しい産業の創造を展開していくとともに、産業が地域住民の生活に

根付いたまちづくりを目指します。 

高齢化、情報化、交通体系の変化など、今後の社会情勢の変化に対して、町

のアイデンティティ※（個性、独自性）を失わずに柔軟に対応できる「地域文化

を創造するまちづくり」を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

኱⥙ᕷ⾤ᆅ

Ꮨ⨾ࡢ᳃ 
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４-２ ᑗ᮶㒔ᕷᵓ㐀 

(1) ᕷ⾤ᆅࡢᇶᮏᵓᡂ 

市街化区域※に基づく 6 つの市街地の特徴を活かしながら、一体的なまちづく

りを進めます。 

 

኱⥙ᆅ༊    㹈㹐኱⥙㥐ࢆ୰ᚰࠕࠊࡓࡋ࡜୰ᚰၟᴗ࣭ᴗົ᰾ࠖࢆ㓄⨨ࡢࡑࠊࡋ࿘

㎶ࠕࡣ࡟ఫᒃ⣔ࢆ࣮ࠖࣥࢰ㓄⨨ࠋࡍࡲࡋ    

⍞✑ᆅ༊ ࿘㎶ࡢ⮬↛⎔ቃ࡟㓄៖ࠕࡓࡋఫᒃ⣔ࢆ࣮ࠖࣥࢰ㓄⨨ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ

㹈㹐Ọ⏣㥐࿘㎶࡛ࠊࡣ㏆㞄ఫẸࡢ⏕ά฼౽ᛶࠕࡿࡍୖྥࢆᆅᇦၟᴗ

᰾ࠖࢆ㓄⨨ࠋࡍࡲࡋ 

ቑ✑ᆅ༊    ⏣ᅬ⎔ቃ࡜ㄪ࿴ࠕࡓࡋఫᒃ⣔ࢆ࣮ࠖࣥࢰ㓄⨨ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ୺せᆅ

᪉㐨ᒣ⏣ྎ኱⥙ⓑ㔛⥺ࡢἢ㐨ࠊࡣ࡟㏆㞄ఫẸࡢ⏕ά฼౽ᛶࡿࡍୖྥࢆ

    ࠋࡍࡲࡋ⨨㓄ࢆᆅᇦၟᴗ᰾ࠖࠕ

ⓑ㔛ᆅ༊    ୺せᆅ᪉㐨㣤ᒸ୍ᐑ⥺ἢ㐨ࠕ࡟஺ὶࣞࢆ࣮ࠖࣥࢰࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡ㓄

ᮾ㔠஑༑஑ࠊࡓࡲࠋࡍࡲࡋ⨨㓄ࢆ࣮ࠖࣥࢰఫᒃ⣔ࠕ࡟ᚋ⫼ࡢࡑࠊࡋ⨨

㔛᭷ᩱ㐨㊰࡟࣮ࢱࣥ࢖㏆᥋ࡿࡍᆅ༊࡟᪂ࠕ࡞ࡓ஺ὶᣐⅬࠖࢆ㓄⨨ࡲࡋ

 ࠋࡍ

Ꮨ⨾ࡢ᳃ᆅ༊ ୣ㝠ᆅࡢ⮬↛⎔ቃࢆάࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡࣞࠊࡋ࠿ᶵ⬟ࢆ㔜どࠕࡓࡋఫ

ᒃ⣔ࢆ࣮ࠖࣥࢰ㓄⨨ࠋࡍࡲࡋ 

 ࠋࡍࡲࡋ⨨㓄ࢆ࣮ࠖࣥࢰఫᒃ⣔ࠕࡓࡋྜ⼥࡜ᆅ༊ ⮬↛⎔ቃୣࡀࡾ࡝ࡳ

 

(2) ᕷ⾤ᆅእࡿࡅ࠾࡟ᅵᆅ฼⏝ࡢᇶᮏᵓᡂ 

緑地保全ゾーン、田園環境保全ゾーン、田園環境共生ゾーン、海浜レクリエー

ションゾーンを設定することにより、それぞれの地域特性を活かした望ましい土

地利用のあり方を明らかにします。 

 

ୣ㝠ᆅᇦ ୣ㝠ᆅࡢඃࡓࢀ㔛ᒣᬒほࢆಖ඲ࠕࡿࡍ⥳ᆅಖ඲ࢆ࣮ࠖࣥࢰ㓄⨨ࠋࡍࡲࡋ 

す㒊ᆅᇦ ᕷ⾤ᆅ㏆㑹࡚࠸࠾࡟ᶞᯘᆅ➼ࡢ⮬↛⎔ቃࢆಖ඲ࠕࡿࡍ⥳ᆅಖ඲࣮ࠖࣥࢰ

 ࠋࡍࡲࡋ⨨㓄ࢆ

୰㒊ᆅᇦ ㎰ᆅࡸᖹᆅᯘࡢಖ඲ࢆᅗࠕࡿ⏣ᅬ⎔ቃಖ඲ࠊ࡜࣮ࠖࣥࢰ᪤Ꮡᕷ⾤ᆅ࿘㎶

ᆅ༊ࠊ࡚࠸࠾࡟⏣ᅬ⎔ቃࢆάࡓࡋ࠿ᒃఫ⎔ቃࡢ๰ฟࢆᅗࠕࡿ⏣ᅬ⎔ቃඹ⏕

 ࠋࡍࡲࡋ⨨㓄ࢆ࣮ࠖࣥࢰ

ᾏ὾ᆅᇦ ㎰ᆅࡸᖹᆅᯘࡢಖ඲ࢆᅗࠕࡿ⏣ᅬ⎔ቃಖ඲ࠊ࡜࣮ࠖࣥࢰⓑ㔛ᾏᓊࡢ⮬↛

⎔ቃࢆಖ඲࣭ά⏝ࠕࡿࡍᾏ὾ࣞࢆ࣮ࠖࣥࢰࣥࣙࢩ࣮࢚ࣜࢡ㓄⨨ࠋࡍࡲࡋ 

 

(3) 㒔ᕷ㍈ࡢᙧᡂ 

商業業務施設など、一定の都市機能が連続して集積するゾーンを都市軸として

位置づけます。 

 

㒔ᕷ㍈ ᅜ㐨 128 ᗈࠊࡵࡓࡿ࠶㐨㊰࡛ࡿ࡞࡜㦵᱁ࡪ⤖ࢆ⏫㏆㞄ᕷࡧࡼ࠾ෆ⏫ࡣྕ

ᇦⓗ࡞஺ὶ࡜㐃ᦠಁࢆ㐍ࠕࡿࡍ㒔ᕷ㍈࡚ࠖࡋ࡜఩⨨࡙ࠊࡅἢ㐨ၟ࡟ᴗ࣭ᴗ

ົᶵ⬟ࢆ㓄⨨ࠋࡍࡲࡋ 
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(4) ஺㏻య⣔ࡢᇶᮏᵓᡂ 

一体性のあるまちづくりを目指し、東西道路と南北の道路によるラダー状※（は

しご状）の骨格形成と広域アクセス機能の強化により、町内外の交通利便性を高

めます。 

 

⮬ື㌴ᑓ⏝ 

㐨㊰➼ 

㤳㒔ᅪᆅᇦ䛾㦵᱁஺㏻㍈䛸䛺䜛⮬ື㌴ᑓ⏝㐨㊰➼䚸㉮⾜ᛶ䛾㧗䛔㐨㊰䛸䛧

䛶䚸ᅪኸ㐨䚸༓ⴥᮾ㔠㐨㊰䚸ᮾ㔠஑༑஑㔛᭷ᩱ㐨㊰䚸஑༑஑㔛᭷ᩱ㐨㊰䜢఩⨨

䛵䛡䜎䛩䚹 

ᗈᇦᖿ⥺㐨㊰ ㏆㞄㒔ᕷ㛫䜢⤖䜆ᗈᇦ㐨㊰ཬ䜃⮬ື㌴ᑓ⏝㐨㊰䛾ྛ䜲䞁䝍䞊䝏䜵䞁䝆䜈䛾䜰

䜽䝉䝇㐨㊰※䜢఩⨨䛵䛡䜎䛩䚹 

ᖿ⥺㐨㊰ ୍యⓗ䛺䜎䛱䛵䛟䜚䛾ᐇ⌧䜈ྥ䛡䛶䚸኱⥙䚸ቑ✑䚸ⓑ㔛䜢⤖䜆୺せᆅ᪉㐨ᒣ⏣

ྎ኱⥙ⓑ㔛⥺䜢䛂஺ὶ䞉㐃ᦠ㍈䛃䛸఩⨨䛵䛡䚸⮬ື㌴䛾㉮⾜ᛶ䛾䜏䛷䛺䛟䚸ᕷ⾤ᆅ

ෆ䛻䛚䛡䜛Ṍ⾜⪅䚸⮬㌿㌴䛾Ᏻ඲ᛶ䚸ᛌ㐺ᛶ䛾☜ಖཬ䜃ἢ㐨䛾ᬒほᙧᡂ➼䛻䜒

㓄៖䛧䛯ᮏ⏫䛾㇟ᚩ䛸䛺䜛㐨㊰䛾ᩚഛ䜢ᅗ䜚䜎䛩䚹 

䜎䛯䚸䛂஺ὶ䞉㐃ᦠ㍈䛃䜢⿵᏶䛧䚸ྛᆅᇦ䛾㐃ᦠ䜢ಁ㐍䛩䜛㐨㊰䛸䛧䛶䚸㒆⏺㐨㊰

䜔໭㒊ᖿ⥺㐨㊰➼䜢఩⨨䛵䛡䚸䝷䝎䞊≧䠄䛿䛧䛤≧䠅䛾㐨㊰⥙䜢ᙧᡂ䛧䜎䛩䚹 

 
◆ ᑗ᮶㒔ᕷᵓ㐀ᅗ 
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４-３ ᑗ᮶࣒࣮ࣞࣇ 

(1) ᑗ᮶ேཱྀ 

本町の将来人口は、平成 37 年（2025 年）で、57,000 人とします。（平

成 17 年国勢調査人口は、49,548 人です。） 

これは、上位計画となる第４次総合計画、大網白里都市計画都市計画区域の整

備、開発及び保全の方針で目標としている人口と整合するものです。 

本町の人口は、首都圏のベッドタウンとしてこれまで順調に増加してきました。

しかしながら、今後の高齢社会や全国的な人口停滞、減少傾向を迎えるなかで、

これまでどおりの人口増は難しい状況にあります。 

この将来人口は、今後、本町の財産である自然環境を活かし、潤いある居住環

境を維持していくとともに、より利便性の高い市街地の形成を図っていくことで、

町全体の定住化促進と、既に基盤整備が完了している 5 団地※の市街化促進を積

極的に行っていくことを目標とし、設定したものです。 

 

 

 

49,548
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(2) ᑗ᮶࣒࣮ࣞࣇ 

設定した将来人口を基に、本町の生産規模、就業構造、土地利用フレームを以

下に示すとおりに設定します。 

 

◆ ᑗ᮶䝣䝺䞊䝮※⤖ᯝ 

⌧ἣ್ ᥎ィ್ 

 

ᖹᡂ 17 ᖺ䠄2005 ᖺ䠅 ᖹᡂ 27 ᖺ䠄2015 ᖺ䠅 ᖹᡂ 37 ᖺ䠄2025 ᖺ䠅 

ேཱྀ䝣䝺䞊䝮 49,548 ே 54,000 ே 57,000 ே 

ᕤᴗฟⲴ㢠 ⣙ 102 ൨෇ ⣙ 135 ൨෇ ⣙ 153 ൨෇ 

⏕⏘つᶍ 

༺኎ᑠ኎㈍኎㢠 ⣙ 421 ൨෇ ⣙ 540 ൨෇ ⣙ 610 ൨෇ 

➨䠍ḟ⏘ᴗ ⣙ 1.4 ༓ே䠄6.2䠂䠅 ⣙ 1.3 ༓ே䠄5.2䠂䠅 ⣙ 1.1 ༓ே䠄4.1䠂䠅 

➨䠎ḟ⏘ᴗ ⣙ 5.2 ༓ே䠄22.5䠂䠅 ⣙ 5.1 ༓ே䠄20.2䠂䠅 ⣙ 4.7 ༓ே䠄17.6䠂䠅 

➨䠏ḟ⏘ᴗ ⣙ 16.5 ༓ே䠄71.3䠂䠅 ⣙ 18.9 ༓ே䠄74.7䠂䠅 ⣙ 20.9 ༓ே䠄78.3䠂䠅 

ᑵᴗᵓ㐀 

ྜィ ⣙ 23.1 ༓ே䠄100.0䠂䠅 ⣙ 25.3 ༓ே䠄100.0䠂䠅 ⣙ 26.7 ༓ே䠄100.0䠂䠅 

ၟᴗ䞉ᴗົ⏝ᆅ 20ha 41ha +21ha 47ha +27ha 

ᕤᴗ⏝ᆅ 40ha 27ha -13ha 24ha -16ha 

ఫᏯ⏝ᆅ 572ha 572ha 0ha 622ha +50ha 

ᅵᆅ฼⏝

䝣䝺䞊䝮 

ྜィ 632ha 640ha +8ha 693ha +61ha 

 

 

 

 

 

 

 

ͤேཱྀࡢ࣒࣮ࣞࣇ⌧ἣ್ࠊࡣᖹᡂ 17 ᖺᅜໃㄪᰝ್ࡢ 

ͤᑵᴗᵓ㐀ࡢ⌧ἣ್ࠊࡣᖹᡂ 17 ᖺᅜໃㄪᰝ್ࡢ 

ͤᕤᴗฟⲴ㢠ࡢ⌧ἣ್ࠊࡣᖹᡂ 17 ᖺࡢᕤᴗ⤫ィ್ࡢ 

ͤ༺኎ᑠ኎㈍኎㢠ࡢ⌧ἣ್ࠊࡣᖹᡂ 16 ᖺၟࡢᴗ⤫ィ್ࡢ㸦ᖹᡂ 17 ᖺ౯᱁㸧 

ͤᑗ᮶ᕤᴗฟⲴ㢠࡜༺኎ᑠ኎㈍኎㢠ࡣ㹆17 ᖺ౯᱁ 



 

 


